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南
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
景

―
如
法受
具成
立
の前史
と
し
てI

の
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
人
脈
面
に
置
き
、
教
学
面
に
ま
で
考
察
は
及
ば
な
い

一
、

『解
脱
上
人
戒
律
興
行
願
書
』

『解
脱
上
人
戒
律
興
行
願
ら
心
(以
下

「願
書
」
と
略
記
)
と
題

す

る
文
が
あ
る
。

こ
の

『願
書
』
に
は
戒
如
の
奥
書
が
あ
hソ
、
そ
の
由
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
モ

れ
に
よ
れ
ば
、
承
元
年
間

(
一
二
〇
七
―
一
一ニ

ー
)

に
興
福
寺
律
宗
を
興
行
せ
ん
た

め
、
律
学
談
義
を
行
な
い
、
律
宗
道
場
の
建
立
と
律
宗
章
疏
の
書
写
の
た
め
の
費
用

を
送
付
し
た
時
、
願
主
で
あ
る

「先
師
上
人
」
す
な
わ
ち
解
脱
上
人
貞
慶
が
記
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

『願
書
』
の
要
旨
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
釈
迦
滅
後
の
出
家
在
家
の
仏
弟
子
は

「以
戒
為
師
」
べ
き
で
あ
る
。
興
福
寺

「東
西
金
堂
衆
」
は
鑑
真
を
祖
師
と
し
、
曇

無
徳
部

(律
典
は
四
分
律
を
用
い
る
)を
本
教
と
す
る

「律
家
」
で
、
持
衣
以
後
は

「律

宗
」
と
称
す
る
。
南
都
受
戒
は
七
大
寺
諸
寺
、
と
り
わ
け
東
西
両
金
堂
衆
か
ら
選
ば

三
九

は
じ
め
に

わ
が
国
に
お
い
て
正
式
の
如
法
受
具
の
法
に
よ
る
受
戒
が
行
な
わ
れ
、
正
式
の
比

丘
が
輩
出
し
た
の
は
鑑
真
の
来
朝
に
始
ま
る
。
鑑
真
に
よ
っ
て
律
宗
が
伝
来
さ
れ
て

以
来
、
戒
壇
が
建
立
さ
れ
、
受
戒
制
度
が
確
立
さ
れ
、
律
学
が
研
釧
さ
れ
、
戒
行
清

浄
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
る
に
、
年
月
の
変
遷
と
と
も
に
、
南
都
戒

律
の
伝
統
は
衰
微
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
興
福
寺
の
学
匠
で
あ

っ
た
中
ノ
川
寺
の
実
範
は
東
大
寺
戒
壇
院
受
戒
式
を
作
成
し
た
と
伝
え
る
。
ゆ
え
に

実
範
を
も
っ
て
、
南
都
戒
律
復
興
の
先
駆
者
と
す
る
こ
と
は
諸
書
の
認
め
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
実
範
以
後
、
律
学
は
興
福
寺
の
蔵
俊
、
覚
憲
、
貞
慶
へ
と
伝
え
ら
れ
た
と

(
2
)

い
う
。
貞
慶
は

「起
興
律
願
、
普
命
門
人
令
講
學
之
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
。
考
察
を
加
え
る
歴
史
的
時
間
は
貞
慶
の
興
律
よ
り
如
法
受
具
の

政
律
僧
の
復
活
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
の
考
察
の
視
点
は
南
都
戒
律
復
興

南
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
景
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れ
た

「戒
和
尚
」
以
下
の

「大
小
十
師
」
の
下
で
、
勅
宣
に
よ
る
儀
式
が
厳
然
に
執

り
行
な
わ
れ
、
三
師
七
証
を
得
攻
の
縁
と
す
る
。
た
と
い
南
都
受
戒
が

「
不
清
浄
比

丘
」
と

「
不
如
法
之
軌
則
」
に
よ
る
と
い
え
ど
も
、
も
し

一
人
で
も
二
人
で
も
戒
法

を
知
る
者
が
あ
る
な
ら
ば
勝
縁
と
な
る
。
両
金
堂
衆
の
内
の

「旧
学
之
輩
」
は
「新
学

衆
」
の
た
め
に
、
戒
本

一
本
と
い
え
ど
も
名
目

一
科
と
い
え
ど
も
受
持
教
授
す
べ
き

で
あ
る
。
「本
寺
」
「山
寺
」
と
も
に
法
匠
、
書
籍
が
な
い
の
で
は
な
い
か
ら
戒
律
再

興
は
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
戒
律
再
興
を
願
う
理
由
が
、
鑑
真
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
南
都
戒
律

の
伝
統
が
衰
微
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
勿
論
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
わ
が

国
に
お
け
る
戒
壇
は
凝
然
の

『雲
雨
炒
』
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
戒
壇

は
「祭
一中
国
法
式
‘行
二十
人
受
戒
事
’今
不
y改
」。
唐
招
提
寺
戒
壇
は
「其
義
亦

同
」
、
下
野
薬
師
寺
戒
壇
は

「中
古
已
来
廃
怠
不
・行
」
、
筑
紫
観
世
音
寺
戒
壇
は
「自

k
日
亦
不
二解
怠
‘永
代
行
’之
」
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。
確
か
に
東
大
寺
受
戒
の
記

録
と
し
て
、
承
久
元
年

(
一
ニ
ー
九
)
十
月
二
十
日
付
け
の
戒
和
上
兵
福
寺
信
暁
以
下

十
師
の許
可
を載
せ
る東
福
寺
円
爾
弁
円
の戒
影
現
存
す
る
し
、
ま
た
筑
紫
観
世

音
寺
に
お
い
て
泉
涌
寺
俊
花
は
元
暦
元
年

(
一
一
八
五
)
十
九
歳
の
四
月
八
日
に
具
足

戒
を
受
け
た
と
伝
え
る
。
ゆ
え
に
鑑
真
以
来
の
受
戒
の
伝
統
は
凝
然
の
時
に
お
い
て

も
存
続
し
、
『願
書
』
に
い
う
南
都
受
戒
す
な
わ
ち
東
大
寺
戒
壇
院
に
お
け
る
受
戒
会

が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
治
承
四
年

(
一
一
八
〇
)
の
南

都
回
禄
の
時
、
戒
壇
院
は
礎
石
が
残
る
の
み
と
い
う
有
様
で
、
そ
の
後
に
重
源
が
壇

上
堂
を
造

っ
て
わ
ず
か
に
受
戒
が
行
な
わ
れ
た
の
み
と
い
う
。

四
〇

南
都
律
学
の
伝
統
が
興
福
寺
東
西
両
金
堂
衆
に
よ
り
受
け
継
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と

は
、
『唐
招
提
寺
解
』
に

「此
律
宗
自
’本
興
福
寺
東
西
両
堂
衆
依
‘一学
之
こ

と
記
さ

れ
る
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

『唐
招
提
寺
解
』
に
、
保
安
年
間

(
一
一
二
〇
一
一
一

二
四
)

　

に
律
学
研
究
が
殊
に
廃
怠
し
た
時
、
興
福
寺
学
侶
が

「両
堂
之
律
学
以
外
衰

微
故
東
大
寺
受
戒
之
作
法
等
於
今
有
若
已
也
」
で
あ
る
か
ら
、
今
後
は
学
侶
の
中
で

律
学
を
研
究
し
戒
法
を
興
行
す
る
よ
う
に
、
と
評
議
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
こ
の
保
安
年
間
の
評
議
は
保
安
三
年

(
一
一
二
二
)
の
中
ノ
川
寺
実
範
に

(
10
)

よ
る

『東
大
寺
戒
壇
院
受
戒
式
』
作
成
を
前
提
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
貞
慶
の
時
に
お
い
て
も
、
律
学
研
究
と
東
大
寺
受
戒
は
興
福
寺
東
西
両
金

堂
衆
に
よ
り
わ
ず
か
に
伝
統
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
に
過
な
か
っ
た
。

か
か
る
興
福
寺
東
西
両
金
堂
衆
は
ど
の
よ
う
な
由
来
を
も

っ
て
、
律
学
研
究
と
東

大
寺
受
戒
を
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
治
承
五
年

(
一
一
八
一
)
六
月
、
興
福
寺
は

「学

衆
」
と

「禅
衆
」
の
各
々
の
所
従
、
衣
服
等
の
こ
と
に
つ
い
て
の
新
制
を
定
め
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「学
衆
」
は
専
ら

「学
」
に
携
わ
り
、
「禅
衆
」
は
専
ら
「行
」

に
携
わ
る
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
の
寺
院
社
会
上
の
役
割
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い

た
。
「禅
衆
」
の
項
に
は

「大
十
師
」
「小
十
師
」
「律
宗
」
「夏
衆
」
「中
童
子
」
「法

師
原
」
と
い
う
呼
称
が
見
え
て
い
る
か
ら
、
『願
書
』
に

「律
宗
」
「大
小
十
師
」
と

あ

っ
た
東
西
両
金
堂
衆
は

「禅
衆
」
の

一
部
と
い
え
よ
う
。
こ
り
し
た
寺
院
社
会
上

の
僧
侶
身
分
は
興
福
寺
に
限
ら
ず
、
平
安
中
期
頃
か
ら

通
例

「学
侶
」
「堂
衆
」
と

呼
ば
れ
る
階
層

に
分

か
れ
て
く
る
。
「学
衆
」
は

「学
侶
」
の
こ
と
、
・「禅
衆
」
は

「堂
衆
」
の
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
と
に
興
福
寺
の
場
合
、
学
侶
と
堂
衆
の
中
間



け
継
い
だ
こ
と
と
考
え
る
。
「戒
和
上
次
第
」
を
見
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
初
代
法
進
か

ら
天
暦
十

一
年

(九
五
七
)
任
の
二
十
七
代
明
祐
ま
で
は
律
宗
の
最
高
位
者
と
し
て
僧

綱
の
律
師
に
補
任
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
の
戒
和
上
の
律
師
補
任
は
見
え
な
く

な
る
。
こ
の
こ
と
は
三
会
三
講
制
度
の
成
立
に
よ
っ
て
僧
綱
に
補
任
さ
れ
る
の
が
、

良
家
出
身
の
学
侶
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。

い
わ

ゆ

る

「公
訪
」
と
は
無
関
係
の
凡
人
出
身
の
堂
衆
は
戒
和
上
を
最
高
位
と
し
て
勅
宜
の
受

戒
会
を
催
す
こ
と
を
栄
誉
と
す
る
の
み
で
、
戒
和
上
や
大
小
十
師
に
は
苦
行
浄
行
を

専
ら
に
し
た
堂
衆
か
ら
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
『願
書
』
に
は
南
都
受
戒
が

「不
清
浄
比
丘
」
と

「不
如
法
之
軌
則
」
に

よ
る
と
い
っ
て
批
難
す
る
。
「不
清
浄
比
丘
」
は
東
西
両
金
堂
衆
を
指

す
こ
と
に
相

違
な
い
。
「比
丘
」
と
は
七
衆
の
一
で
、
出
家
得
度
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
男
子
の
称

で
あ
る
か
ら
、
「不
清
浄
」
な
る
筈
が
な
い
。
し
か
る
に

「不
清
浄
」
と
批
難
さ
れ
た

理
由
は
何
に
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
「不
如
法
之
軌
則
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
東
大
寺
受

戒
会
は
如
法
受
具
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
戒
和
上
は
仏
に
代
わ
っ
て
戒
を
授
け

る
人
で
、
戒
詣
十
夏
以
上
の
戒
律
に
詳
し
く
戒
業
の
浄
い
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
戒
和
上
を
最
高
位
者
と
し
た
東
西
両
金
堂
衆
の
当
時
の
現
状
は

「雖

有
学
解
間
無
戒
行
」
の
有
様
ゆ
え
に
、
「不
清
浄
」
と
批
難
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『願
書
』
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
貞
慶
は

『
願
書
』
を
記
し
た
時
、

律
宗
道

場
の
建
立
と
律
宗
章
疏
の
書
写
の
た
め
に
費
用
を
送

っ
て
い
た
。

『沙
石
集
』

に
左

記
の
よ
う
に
い
う
。

故
笠
置
ノ
解
脱
上
人
、
如
法
律
儀
興
隆
志
シ
深
シ
テ
、
六
人
ノ
器
量
ノ
仁
ヲ
撰

四

一

身
分
と
し
て

「六
方
」
が
あ
り
、
貞
和
四
年

(
一
三
四
八
)
の
興
福
寺
軌
式
で
は
学
侶

に
つ
い
て

「携
学
業
不
取
弓
箭
輩
」
、
六
方
に
つ
い
て

「学
非
学
相
交
者
」
、
東
西
両

金
堂
衆
に
つ
い
て

「苦
行
与
弓
箭
之
輩
」
と
あ
る
。

『東
大
寺
諸
集
』
に
所
載
の
貞
治
六
年

(
一
三
六
七
)
文
書
に
、
「当
寺
両
堂
禅
衆
」

と
い
う
東
大
寺
法
華
堂
衆
と
中
門
堂
衆
の
由
来
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
最

初
は
大
仏
殿
に
お
い
て
供
華
を
致
し
勤
行
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、
会
合
難
儀
の

ゆ
え
に
、

一
方
は
法
華
堂
を
も

っ
て
本
堂
と
し
、
他
方
は
南
中
門
を
も

っ
て
道
場
と

し
た
。
中
門
堂
衆
に
つ
い
て
は
、
大
仏
殿
中
門
に
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
。
大

仏
殿
西
に
堂
舎
を
建
立
し
て
中
門
堂
と
名
付
け
た
。
ま
た
長
禄
三
年

(
一
四
五
九
)

の
法
華
堂
規
約
に
は
、
堂
務
に
就
く
の
は
入
峯
苦
行
し
て
久
修
練
行
し
た
者
で
、
毎

日
本
尊
の
供
華
に
片
荷
水
を
汲
む
者
は

「律
宗
分
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
浄
行
通
夜

衆
は
寺
外
に
止
住
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

承
久
四
年

(
一
二
二
二
)
の
僧
弁
意
等
連
署
起
請
文
に
よ
れ
ば
、
興
福
寺
東
西
両
金

堂
衆
を
兼
行
し
て
東
大
寺
法
華
堂
衆
と
な
っ
て
い
た
者
が
あ
る
か
ら
、
堂
衆
は

一
寺

に
専
従
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
『東
大
寺
要
録
』
所
載
の
「戒

和
上
次
第
」
を
見
れ
ば
、
そ
の
住
寺
を
興
福
寺
及
び
東
大
寺
と
註
記
す
る
か
ら
、
東

大
寺
法
華
堂
衆
、
中
門
堂
衆
も
律
家
と
し
て
戒
和
上
に
選
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
貝
福
寺
と
東
大
寺
に
お
け
る
堂
衆
の
性
格
は
共
通
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
か
ら
、
堂
衆
の
寺
院
社
会
上
の
地
位
は
学
侶
と
い
う
学
問
僧
よ
り
下
の
苦

行
者
の
身
分
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
苦
行
者
た
る
ゆ
え
に
、
興
福
寺
東
西
両
金
堂
衆
が
律
学
と
受
戒
の
伝
統
を
受

南
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
景
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テ
、
持
斎
シ
律
學
セ
サ
シ
ム
ト
云
ヘ
ド
モ
、
時
至
ラ
ザ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
皆
正
眼

ナ
キ
事

ニ
テ
ア
リ
ケ
レ
ド
モ
、
堂
衆
ノ
中

二
器
量
ノ
仁
ヲ
以
テ
、
常
喜
院
卜
云

(
18
)

所

ニ
テ
、
夏
中
ノ
間
律
學
シ
、
持
斎
ス
ベ
キ
供
析
ナ
ム
ド
斗
ヒ
ヲ
カ
レ

律
宗
道
場
の
建
立
と
は
興
福
寺
常
喜
院
の
建
立
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
『沙
石
集
』

以
外
の
諸
書
に
は
貞
慶
の
高
弟
覚
真
が
常
喜
院
を
建
立
し
て
二
十
口
の
律
学
供
を
安

置
し
た
と
伝
え
る
。
覚
真
、
号
慈
心
は
前
参
議
藤
原
長
房
の
こ
と
で
、
相
伝
の
所
領

を
も
っ
て
戒
律
研
究
道
場
の
資
と
し
、
ま
た
公
家
に
奏
聞
し
て
讃
岐
国
真
野
郷
内
春

(
20
)

日
の
荒
野
を
開
発
し
、
そ
の
供
料
田
と
な
し
た
と
い
う
。
建
暦
元
年

(
一
二
一
二
)
と

推
定
さ
れ
る
常
喜
院
建
立
後
、
間
も
無
い
同
三
年
二
月
に
貞
慶
は
入
滅
し
て
い
る
こ

と
か
ら
し
て
も
、
常
喜
院
の
経
営
は
専
ら
覚
真
が
こ
れ
に
当
た
り
、
貞
慶
は
そ
の
本

願
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

『唐
招
提
寺
解
』
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
唐
招
提
寺
中
興
覚
盛
は
建
暦
二

年

(
一
二
一
二
)
夏
初
、
常
喜
院
律
学
衆
二
十
口
の
内
に
最
年
少
の
者
と
し
て
加
お
っ

た
。
覚
盛
の

「興
福
寺
西
金
堂
衆
曼
盛
之
(花
押
)
」
と
い
う
署
名
が
京
都
法
金
剛
院

(
22
)

十

一
面
観
音
像
胎
内
納
入
結
縁
文
に
見
え
る
。
凝
然
の

『律
宗
綱
要
』
に
常
喜
院
に

(
23
)

は

「志
学
人
」
が
住
し
て
大
小
諸
律
を
聴
学
研
精
し
た
と
い
り
が
、
『沙
石
集
』
に
見

え
る
よ
う
に

「堂
衆
ノ
中
ノ
器
量
ノ
仁
」
が

「夏
中
ノ
間
」
す
な
わ
ち
夏
安
居
の
期

間
に
律
学
持
斎
し
た
こ
と
が
常
喜
院
建
立
当
初
の
有
様
で
あ

っ
た
ろ
う
。
も
し
上
述

の
よ
う
な
ら
ば
、
『願
書
』
に

「新
学
衆
」
と
い
う
律
学
衆
と
は
東
西
両
金
堂
衆
の
内

の

「志
学
人
」
の
こ
と
を
指
す
か
ら
、
貞
慶
は
興
福
寺
東
西
両
金
堂
衆
に
対
し
て
新

造
す
る
常
喜
院
に
お
い
て
戒
律
を
学
ぶ
よ
う
に
願

っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

四
二

貞
慶
は
建
久
四
年

(
一
一
九
三
)
興
福
寺
か
ら
笠
置
山
へ
隠
遁
し
て
い
る
け
れ
ど
、

そ
の
笠
置
山
に
お
け
る
戒
律
復
興
の
こ
と
は
明
確
で
な
く
。
貞
永
元
年

(
一
二
三
二
)

五
月
付
け
の
覚
真
置
文
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
海
住
山
寺
で
は
戒
律
を
学
び
、

こ
と
に
梵
綱
経
は
太
賢
の

『古
注
記
』
、
四
分
戒
本

は
定
賓
の

『疏
』
を
も

っ
て
依

学
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
先
師
貞
慶
の
教
命
を
受
け
た
と
い
い
。

承
元
四
年

(
一

ニ
ー
○
)
十

一
月
十
日
か
ら
翌
年
正
月
十
五
日
に
至
る
ま
で
、

貞
慶
等
二
十

一
人
の

一
結
衆
は
海
住
山
寺
観
音
堂
前
に
お
い
て
菩
薩
戒
加
行
と
し
て
八
斎
戒
を
持
し
て
い

た
。
ゆ
え
に
願
書
に
い
う

「山
寺
」
と
は
承
元
三
年

(
一
二
〇
九
)
か
ら
入
滅
に
至
る

ま
で
在
っ
た
海
住
山
寺
を
指
す
の
で
あ
り
、
海
住
山
寺
移
住
後
に
貞
慶
の
戒
律
復
興

運
動
が
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
『願
書
』
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。
『願
書
』
の
成

果
は
常
喜
院
の
建
立
と
し
て
具
体
化
し
た
。
貞
慶
本
願
に
よ
る
常
喜
院
は
ま
さ
し
く

戒
律
研
究
の
中
心
道
場
と
し
て
、
戒
律
僧
が
参
集
し
た
こ
と
は
諸
書
に
頻
出
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
南
都
戒
律
復
興
運
動
は
西
大
寺
叡
尊
像
胎
内
納
入
の

『
西
大
寺
有
恩

(
27
)

過
去
帳
』
に

「律
法
興
行
本
願
貞
慶
上
人
」
と
い
い
、
『泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』
に

「貞
慶
常
復
律
栓
已
顛
力
為
中
興
」
と
い
り
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
貞
慶
か
ら
始
ま

る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
貞
慶
は
常
喜
院
建
立
後
、
間
も
無
く
入
滅
し
た
た
め
に
、

如
法
受
具
の
戒
律
僧
の
輩
出
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

二
、

「南
都
諸
寺
安
置
五
人
律
師
」

『東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』
(以
下

『円
照
行
状
』
と
略
記
)
に
左
に
掲

げ

る
記
事



昇
厳
十
禅
師
の
建
立
し
た
と
こ
ろ
で
、
年
月
が
移
り
俗
人
の
居
住
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
た
の
を
、
建
長
二
年

(
一
二
五
〇
)
東
大
寺
別
当
定
親
が
再
興
し
、
浄
行
持
戒

僧
を
住
せ
し
め
ん
と
し
、
蓮
阿
良
遍
が
住
し
た
と
い
う
。
「遺
誠
」
に
よ
れ
ば
、
知
足

院
は

「弟
子
尊
円
」
が
興
法
利
生
の
宿
願
に
よ
り
建
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
尊
円

は
知
足
院
敷
地
を
買
取
り
、
住
僧
の
依
法
の
た
め
に
田
園
を
寄
進
し
た
。
し
か
る
に

良
遍
が
病
を
得
て
死
に
向
う
に
当
り
、
知
足
院
を
覚
澄
に
附
属
す
る
こ
と
と
す
る
。

知
足
院
に
は

「持
戒
僧
徒
五
人
」
を
住
せ
し
め
、
律
学
談
義
を
勤

め
る

こ
と
と
す

る
。
四
重
飲
酒
等
禁
戒
を
持
せ
し
め
、
酒
宴
博
突
等
悪
事
を
止
め
し
め
、
幽
閑
を
好

む
輩
を
常
住
僧
と
す
る
。
過
差
名
聞
酒
宴
博
突
闘
静
遊
戯
の
類
を
好
む
者
は
、
た
と

い
修
学
の
徳
が
あ
ろ
う
と
も
同
住
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
ど
も
は
西
大

寺
、
戒
壇
院
、
唐
招
提
寺
の
受
戒
興
行
の
た
め
に
尤
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
本
意
で

あ
る
。
ゆ
え
に
院
家
敷
地
券
契
と
寄
進
田
園
券
契
を
も
っ
て
知
足
院
相
伝
を
明
か

(
32
)

し
、
毎
日
の
地
蔵
堂
勤
行
を
閥
怠
し
な
い
よ
う
に
誠
め
る
。

右
の

『知
足
律
院
縁
起
弁
遺
誠
』
に
お
い
て
、
「縁
起
」
に
は
知

足

院
は
定
親
の

再
興
と
い
い
、
「追
誠
」
に
は
尊
円
の
建
立
と
い
う
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
知
足

院
の
有
様
に
つ
い
て
、
こ
の
文
書
の
み
で
は
断
定
で
き
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
知
足

院
の
こ
と
が
見
え
る
他
の
史
料
を
求
め
て
み
る
。
『東
大
寺
続
要
録
』
諸
院
篇
に
知
足

院
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
文
意
を
解
釈
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
寛

平
二
年
の
草
創
か
ら
建
長
二
年
の
再
興
ま
で
は

「縁
起
」
と
同
様
で
、
「遺
誠
」
の

内
容
に
当
る
記
事
に
は
、
知
足
院
に
別
所
が
あ
り
、
そ
の
別
所
は

「宗
春
上
人
」
の

建
立
で
、
隠
遁
の
禅
侶
が
他
と
分
か
っ
て
止
住
し
て
お
り
、
堂
舎
僧
房
が
あ
り
、
住

四
三

が
あ
る
。

興
福
寺
松
春
上
人
篤
y興
二隆
東
大
寺
戒
壇
院
受
戒
之
事
{南
都
諸
寺
安
み

律
師
{令
’學
二戒
律
、
乃
東
大
寺
、
西
大
寺
、
大
安
寺
、
海
龍
王
寺
等
也
、

興

福
寺
立
二常
喜
院
{
寄
二進
料
庄
{
興
二行
律
法
、
是
受
心
大
徳
所
二造
立
‘也
、
畳

(
29
)

澄
即
慧
政
俊
等
者
、
乃
東
大
寺
五
人
之
内
也

こ
こ
に
い
う

「松
春
上
人
」
と
は
、
筆
者
が
旧
稿

「聖
徳
太
子
遺
跡
寺
院
に
お
け
る

復
興
勧
聡

に
お
い
て
、
わ
ず
か
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
った
宗
春
房
尊
円
の
こ
と
で

あ
る
。
旧
稿
に
お
い
て
は
宗
春
房
尊
円
の
法
隆
寺
に
お
け
る
勧
進
復
興
の
活
動
に
つ

い
て
述
べ
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
南
都
に
お
け
る
戒
律
復
興
の
活
動
に
つ
い
て
新

た
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
、
尊
円
が
戒
律
復
興
の
た
め
五
人
律
師
を

安
置
し
た
東
大
寺
、
西
大
寺
、
大
安
寺
、
海
龍
王
寺
の
各
寺
に
つ
い
て
考
察
を
進
め

る
。ま

ず
、
『円
照
行
状
』
に

「畳
澄
」
「祁
慧
」
「政
俊
」
の
三
人
を
五
人

律
師
の
内

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
東
大
寺
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
『円
照
行
状
』
と
同

じ

(
M
)

く
凝
然
の
撰
述
に
係
る

『律
宗
瓊
鑑
章
』
に
は

「知
足
院

東
大
寺
。
畳
澄
」
と
見
え
、

東
大
寺
分
五
人
律
師
の
一
人
で
あ
っ
た
覚
澄
は
東
大
寺
知
足
院
に
住
し
た
こ
と
が
判

る
。
覚
澄
と
知
足
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

『知
足
律
院
縁
起
井
追
誠
』
に
も
見
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
現
本
は
江
戸
時
代
の
写
本
で
あ
る
が
、
前
半
の
知

足
院
縁
起
と
後
半
の
建
長
三
年

(
一
二
五
一
)
十

一
月
二
十
八
日
付
け
の
良
遍
追
誠
か

ら
知
足
院
の
由
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
以
下
そ
の
大
略
を
記
す
こ
と
と
す

る
。
「縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
新
別
所
知
足
院
は
寛
平
二
年

(八
九
〇
)
に
高
雄

南
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
景



四
四

よ
れ
ば
、
「聖
舜
房
四
匹
院
住
」
の
没
後
に
知
足
院
か
ら
聖
舜
房
の
書
状
と
と
も
に

「尊

(
39
)

圓
上
人
施
入
長
講
会
粥
料
田
本
券
」
を
送

っ
て
き
た
い
う
か
ら
、
こ
こ
に
も
知
足
院

と
尊
円
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
『円
照
行
状
』
に
、
知
足
院
に
つ
い
て
以

下
の
如
く
記
し
て
い
る
。
知
足
院
は
円
照
管
領
九
寺
院
の
内
の
一
つ
で
、
円
照
が
知

足
院
を
譲
付
さ
れ
た
理
由
は

「性
舜
房
畳
澄
」
か
ら
円
照
が
法
を
受
け
た
こ
と
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
知
足
院
住
持
の
次
第
は

「性
舜
房
畳
澄
」
、
そ
の
甥
「本
行
房
」
。

(
40
)

円
照
、
「法
爾
大
徳
」
の
順
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
西
大
寺
叡
尊
の
自
伝

『金
剛
佛
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』

(以
下

『学
正

記
』
と
略
記
)
に
、
自
誓
受
戒
の
時
に
通
夜
祈
詰
し
て
好
夢
を
感
じ
た
東

大
寺

「戒

(
41
)

禅
院
」
に
つ
い
て
、
「後
年
蹄
知
足
院
了
」
と
註
記
す
る
。
『学
正
記
』
に
よ
れ
ば
、

戒
禅
院
は
叡
尊
と
尊
円
と
の
最
初
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
、
叡
尊
が
西
大
寺
移
住
後

に

『四
分
律
行
事
妙
』
を
始
め
て
聴
聞
し
た
場
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戒
禅

院
は
東
大
寺
に
お
け
る
戒
律
興
行
の
一
拠
点
で
あ

っ
た
こ
と
が
想

像

さ

れ

る
こ
と

か
ら
、
『学
正
記
』
に
い
う

「戒
禅
院
」
と
は
戒
壇
院
を
指
す
よ
う
に
田
J
わ
れ
る
。

戒
壇
院
は
、
建
長
三
年
(
ご
豆

一)
蓮
実
の
請
に
よ
り
円
照
が
海
龍
王
寺
よ
り
移
住

(
42
)

し
て
以
来
、
円
照
門
下
の
管
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、

『学

生
記
』
の
註
記
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
戒
壇
院
が
後
年
に
円
照
門
下
に
よ
り
管
領

さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
と
い
り
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
叡
尊
が
密
教
徒
の
現
状
に
対
す
る
反
省
か
ら
戒
律
を
受
学
す
る
こ
と
を
決

意
し
、
「依
珍
圓
上
人

松
春
房
勧
進
。
於
西
大
寺
賓
塔
院
。
安
置
六
口
持

1　
之
人
。

(
43
)

可
令
修
三
密
行
」
と
い
う
風
問
を
知
り
、
早
速
に
東
大
寺
戒
禅
院
の
尊
円
の
許
に
参

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
号

侶
は
戒
律
を
学
び
、
戒
法
と
受
戒
を
興
行
す
る
こ
と
が
上
人
の
本

音
J
で
あ
る
と
記

(
33
)

す
。こ

こ
で
、
知
足
院
の
こ
と
が
見
え
る
当
時
の
史
料
を
求
め
て
み
る
と
、
建
長
二
年

(
ご
豆
○
)
の
こ
と
と
伝
え
る
定
親
の
知
足
院
再
興
よ
り
五
年
前
の
寛
元
三
年

(
一

二
四
五
)
九
月
十
三
日
、

宗
性
が

「東
大
寺
知
足
院
新
別
所
草
房
南
面
」
に
お
い
て

(
34
)

『諸
根
互
用
』
を
抄
し
て
い
る
。
宗
性
は
十
月
三
日
に
も
同
所
に
お
い
て

『諸
宗
八

(
35
)

講
疑
問
論
義
用
意
抄
』
を
抄
し
て
い
る
。
翌
年
閏
四
月
十
日
、
良
遍
は

「東
大
寺
新

(
35
)

別
所
」
に
お
い
て

『善
導
大
意
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
建
長
元
年

(
一
二
四
九
)
七
月

四
日
か
ら
、
宗
性
は
良
遍
の
庵
室
た
る

「東
大
寺
知
足
院
別
所
信
願
上
人
庵
室
」
に

参
寵
し
、
同
月
三
十
日
よ
り

『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
を
抄
し
始
め
、
秋
か
ら
冬
に

(
37
)

か
け
て

『日
本
高
僧
伝
指
示
抄
』
を
抄
し
て
い
る
。
以
上
、
管
見
に
及
ぶ
と
こ
ろ
の

史
料
が
建
長
二
年
の
こ
と
と
伝
え
る
知
足
院
再
興
以
前
の
こ
と
と
し
て
、
知
足
院
の

こ
と
を
記
す
。
こ
れ
ら
の
宗
性
の
知
足
院
に
お
け
る
書
籍
編
纂
は
良
遍
の
手
許
の
資

料
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
良
遍
の
知
足
院
居
住
の
史
料
上
初
見

は
寛
元
四
年
の
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
、
上
述
の
推
定
か
ら
、
良
遍
の
知
足
院
居
住
は

寛
元
三
年
以
前
に
始
ま
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
良
遍
が
知
足
院
に
定
住
し

(
38

)

て
い
た
の
で
は
な
く
、
生
駒
竹
林
寺
や
白
毫
寺
に
も
居
た
こ
と
は

『円
照
行
状
』
に

見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

結
局
、
知
足
院
の
由
来
に
つ
い
て
は
建
長
三
年
の
良
遍
遺
誠
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
「遺
誠
」
に
い
う

「持
戒
僧
徒
五
人
」
と
は
五
人
律
師
安
置
の
東

大
寺
分
の
こ

と
に
相
違
な
か
ろ
う
。
文
永
七
年

(
一
二
七
〇
)
八
月
五
日
付
け
の
春
日
神
社
文
書
に



を
記
し
て
い
る
か
ら
、
尊
円
が
新
井
庄
支
配
に
対
し
て
何
ら
か
の
関
与
を
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
は
、
「尼
尊
印
」
に
っ
い
て
で
あ
る
。
『西
大
寺
有
恩
過
去

帳
』
に
、
「常
寺
僧
法
其
行
大
檀
那
尼
善
因
」
と
掲
げ
ら
れ
る
人
物
は
’目
録
』
の

「尼
尊
印
」
と
同

一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
寄
進
に
対
す
る
西
大
寺
側
の

評
価
が
大
き
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

第
三
に
、

「宿
寺
営
院
持
斎
僧
」
に
つ
い
て
で

あ
る
。
『目
録
』
所
載
の
建
治
二
年

(
一
二
七
六
)
叡
尊
置
文
に
よ
れ
ば
、
「新
井
庄
井

散
在
田
田
等
」
は

「賓
塔
院
止
住
之
衆
僧
」
に
寄
進
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
も
し

「不

宜
別
宿
不
信
寺
僧
等
」
が
出
来
し
て

「持
戒
之
止
住
」
に
対
し
障
碍
を
致
す
時
、
止

住
の
衆
僧
は
同
心
和
合
し
、
有
縁
の
勝
地
に
移
る
よ
う
に
記
す
。
「尼
尊
印
」
の

「営

寺
宿
院
持
1　
僧
」
の
た
め
の
寄
進
は

「賓
塔
院
止
住
之
衆
僧
」
「持
戒
之
止
住
」
に
対

す
る
こ
と
で
あ
る
ゆ
え
に
、
「営
寺
営
院
」
と
は
西
大
寺
宝

塔

院
の
こ
と
で
あ
る
。

『学
生
記
』
に
よ
れ
ば
、
西
大
寺
宝
塔
院
は
尊
円

の
勧

進

に
よ
り

「六
口
持
斎
之

人
」
の
安
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
か
ら
、
「尼
尊
印
」
の
寄
進
は
尊
円
の
勧
進
に

応
じ
た
奉
加
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
天
福
二
年
は
十

一
月
五
日
の
改
元
に
よ
り
文

暦
元
年
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
叡
尊
の
西
大
寺
入
寺
の
文
暦
二
年
よ
り
わ
ず
か
に
前

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
さ
し
く
、
西
大
寺
分
五
人
律
師
は
宝
塔
院
に
安
置
さ
れ
た
の

で
あ

っ
て
、
叡
尊
は
五
人
律
師
の
内
の
一
人
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、尊
円
の
五
人
律
師
安
置
の
大
安
寺
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、残
念
な
が

ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
た
だ
近
世
僧
伝
に
唐
招
提
寺
覚
盛
の
門
人
本

(
48
)

性
上
人
禅
恵
は
大
安
寺
住
持
で
あ

っ
た
と
見
え
る
か
ら
、
禅
恵
が
五
人
律
師
の
大
安

寺
分
の
一
口
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
叡
な
が
尊
円
の
五
人
律
師
安
置
の
風
聞
を

四
五

上
し
、
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
を
願

っ
た
の
は
、
文
暦
元
年

(
一
二
三
四
)
三
十
四
歳

冬
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
翌
年
正
月
十
六
日
、
叡
尊
は
西
大
寺

へ
移
住
し
た
。
そ
の
十

八
日
か
ら
二
月
三
日
に
至
る
十
五
日
間
、

西

大
寺
で
は

「戒
如
上

人

知
足
房
」
と

「公
証

聖
舜
房
」
に
よ
る
講
義
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
、
嘉
頑
二
年

(
一
二
三
六
)
九

月
四
日
、
叡
尊
は
覚
盛
等
と
共
に
自
誓
受
戒
し
て
菩
薩
大
比
丘
位
に
登
っ
た
。
こ
の

時
、
鎌
倉
幕
府
は
興
福
寺
僧
徒
鎮
圧
の
た
め
、
大
和
に
守
護
を
置
き
、
荘
園
を
没
収

し
て
地
頭
を
置
い
た
。
そ
の
た
め
、
叡
尊
は
西
大
寺
に
帰

っ
て
い
っ
た
が
、
地
一以
が

寺
の
財
産
を
奪

っ
た
り
し
た
の
で
、
尊
円
の
指
示
と
海
龍
王
寺
長
老
乗
願
の
招
き
に

よ
り
海
龍
王
寺
に
移
住
し
た
。
し
か
し
暦
仁
元
年

(
一
二
三
八
)
に
は
、
海
龍
王
寺
寺

僧
と
の
和
合
を
欠
く
こ
と
と
な
り
、
尊
円
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
西
大
寺
還
住
の
こ
と

を
勧
め
ら
れ
た
た
め
、
西
大
寺
に
還
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
西
大
寺
は
先
年
よ
り

一
層
に
荒
廃
し
て
い
た
が
、
叡
尊
は
西
大
寺
に
お
い
て
結
界
し
、

四

分
布

薩
を
行

な
い
、
西
大
寺
を
律
寺
と
し
て
復
興
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
西
大
寺
復
興
過
程
を
知
る
史
料

の

一
つ
に
。

『西
大
寺
田
園
目
録
』
(以
下

『目
録
』
と
略
記
)
の
標
題
で
呼
ば
れ
る

「注
置

　

西
大
寺
塔
僧
房
通
別
三
回
折
田
畠

口
録
事
」
が
あ
る
。
『目
録
』
の
最
初
に
記
載
さ
れ
る
の
は
、
「大
和
国
葛
上
郡
升
三

四
五
条
之
内
一所
号
新
井
庄
」
と
「散
在
水
田
六
段
」
が
「尼
尊
印
顕
皆
皆
宍
」

に
よ
り
、
天
福
二
年

(
一
二
三
四
)
六
月

「宿
寺
営
院
持
斎
僧
」
の
た
め
寄
進
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
寄
進
の
憲
義
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
第

一
に
は
、
「新

井
庄
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『学
正
記
』
暦
仁
元
年

(
一
二
三
八
)
条
に
、
新
井
庄
に
対

(
45
)

す
る
再
度
の
違
乱
に
際
し
、
尊
円
の
使
者
が
西
大
寺
の
叡
尊
の
許
に
到
来
し
た
こ
と

南
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
景



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
号

知

っ
た
翌
年
に
、興
福
寺
は
大
安
寺
別
当
任
命
に
つ
い
て
の
紛
争
の
た
め
、春
日
神
木

を
動
座
し
て
い
る
か
ら
、
西
大
寺
は
興
福
寺
の
支
配
下
に
あ

っ
た
こ
と
が
い
え
る
。

永
仁
六
年

(
一
二
九
八
)、
極
楽
寺
忍
性
が
戒
律
再
興
の
た
め
西
大
寺
流
律
院
三
十
四

ヶ
寺
を
関
東
祈
祷
寺
と
な
さ
ん
こ
と
を
申
請
し
た
時
の
注
文
に
大
安
寺
を
載
せ
る
か

ら
、大
安
寺
は
西
大
寺
流
律
院
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。だ
が
大
安
寺
と
叡
尊
と
の

関
係
は
『学
正
記
』
弘
安
七
年

(
一
二
八
四
)
十

一
月
十

一
日
条
に
、
叡
尊
が
大
安
寺
に

参
詣
し
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
正
応
三
年

(
一
二
九
〇
)
十
二
月
五
日

の
叡
尊
百
ヶ
日
の
仏
事
に
は
、
西
大
寺
流

一
門
の
諸
寺
の
I
と
し
て
大
安
寺
が
合
力

し
て
営
ん
で
い
る
か
ら
、叡
尊
生
前
か
ら
大
安
寺
は
西
大
寺
流
律
院
と
な
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
海
龍
王
寺
分
五
人
律
師
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、

貞
永
元
年

(
一
二

三
二
)
五
月
付
け
の
「海
龍
王
寺
制
翫
ご
寛
元
二
年
(一二
四
四
)
二
月
付
け
の

(
54
)

「海
龍
王
寺
住
侶
等
解
」
の
二
つ
の
海
龍
王
寺
文
書
を
史
料
と
し
て
用
い
る
。
貞
永

元
年
の

「制
規
」
は
九
ヶ
条
か
ら
成
る
が
、
そ
の
第
二
条

「可
殊
好
勧
學
事
」
に
は
、

「中
興
」
以
来
、
海
龍
王
寺
に
は

「隠
遁
之
人
」
が
多
く
栖
息
し
、
「以
戒

律
烏
本

宗
、
以
法
華
篤
兼
學
」
こ
と
は
尤
も
相
応
の
こ
と
で
違
失
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
く

に
毎
年
の
恒
例
の
勤
と
し
て

「
一
夏
九
旬
之
間
」
は
安
居
を
す
べ
き
で
、
五
夏
に
わ

た
っ
て
学
問
を
積
む
こ
と
は
仏
制
に
叶
う
こ
と
で
あ
る
と
記
す
。

一
方
、
寛
元
二
年

の
「解
」
に
は
、
「故
貞
慶
上
人
」
が
広
く
十
方
の
貴
賎
に
勧
進
し
て
、
金
堂
、
講
堂
、

東
西
金
堂
、
僧
房
五
間
の
五
宇
の
堂
閣
を
修
造
し
た
が
、
今
海
龍
王
寺
に
残
る
建
物

は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
天
福
年
間

(
一
二
三
一丁

一
二
三
四
)
に
至
っ
て
始
め
て

「持

戒
僧
」
が
住
し
、
天
長
地
久
の
祈
祷
と
鎮
護
国
家
の
勤
行
を
専
ら
行
な
う
こ
と
と
な

四
六

っ
た
と
記
す
。

「制
規
」
に
い
う

「中
興
」
と
は
、
寛
元
二
年
0
海
龍
王
寺
の
建
物
は

「故
貞
慶

上
人
」
の
修
造
し
た
堂
宇
の
み
で
あ

っ
た
か
ら
、
貞

慶

は
事
実
上
の
中
興
者
で
あ

り
、
貞
慶
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

問
題
と
な
る

こ
と
は
、
「制
規
」
と

「解
」
と

で
は
戒
律
僧
の
住
み
始
め
た
時
期
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
西
大

寺
で
は
天
福
二
年

(
一
二
三
四
)
六
月
に
持
斎
僧
の
た
め
に
田
地
が
寄
進
さ
れ
、
尊
円

に
よ
る
五
人
律
師
が
安
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
海
龍
王
寺
も
五
人
律
師
安
置
の

寺
と
し
て
『円
照
行
状
』
に
掲
げ
て
い
る
か
ら
、
「解
」
に
い
う
天
福
年
間
の
持
戒
僧
の

こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
天
福
二
年

(十
一
月
五
日
、
文
暦
と
改
元
)
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
尊
円
に
よ
る
五
人
律
師
安
置
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
「制
規
」

に
い
う
隠
遁
僧
の
律

・
法
華
兼
学
の
こ
と
に
つ
い
て
は
判
明
し
な
い
の
で
あ
る
。
た

だ
推
測
す
れ
ば
、
『泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』
に
、
嘉
禄
元
年

(
一
二
二
五
)
泉
涌
寺

落
成
の
時
の
こ
と
を
記
し
て

「結
九
旬
之
安
居
、
講
二
宗
皿
之
法
門
」
と
い
う
大
宋

(
55
)

儀
則
を
模
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
「制
規
」
に
い
う
こ
と
と
類
似
す
る
か
ら
、
何
ら
か

関
係
が
あ

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
泉
涌
寺
流
の
大
宋
儀
則
に
よ
る
布

薩
行
儀
や
食
堂
規
式
等
が
海
龍
王
寺
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
嘉
禎
三

年

(
一
二
三
七
)
春
に
海
龍
王
寺
に
泉
涌
寺
俊
彷
の
高
弟
定
舜
が
招
か
れ
て
大
小
律
書

五
部
を
講
じ
た
時
か
ら
と
い
う
。
叡
尊
が

「凡
営
寺
近
年
學
泉
涌
寺
儀
、
住
侶
皆
長

(
57
)

1　
着
法
衣
、
持
鉢
坐
僧
壮
受
食
」
と
語
る
と
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
中
興
者
貞
慶
の

時
よ
り
戒
律
と
法
華
を
兼
学
し
て
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
た

い
が
、
「制
規
」
の
頃

に
は
隠
遁
僧
が
戒
律
を
本
宗
と
し
て
、
法
華
を
兼
学
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ



m
。
箕
田
蓮
発
。
海
住
山
碑
観
蓮
意
。

興
副
寺
圓
晴
有
厳
発
盛
。
東
大
寺
碑
恵
源

(
63
)

俊
」
、
あ
る
い
は
戒
如
の
門
人
は

「圓
晴
大
徳
、
発
盛
大
徳
、

縫
琢
大
徳
、
魔
諾
大

以
上
、
『円
照
行
状
』
に
記
す
と
こ
ろ
の
尊
円
に
よ
る
南
都
諸
寺

へ
の
五
人
律
師
安

置
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
確
か
め
て
き
た
。
大
安
寺
の
場
合
、
史
料
上
の
制
約
か
ら

五
人
律
師
安
置
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
他
の
諸
寺
の
よ
う
に
五
人
律
師

安
置
の
事
実
が
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
か
く
て
、
尊
円
勧
進
に
よ
る
南
都
諸

寺

へ
の
五
人
律
師
安
置
は
貞
慶
本
願
に
よ
る
興
福
寺
常
喜
院
の
建
立
と
と
も
に
、
南

都
戒
律
復
興
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

は
、

目
〈足
戒
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
「自
誓
四
哲
」
は
経

論
の
所
説
を
論
拠
に
自
誓
通
受
の
進
具
に
よ
り
、
具
足
戒
が
得
ら
れ
る
と
理
解
し
た

(
61
)

の
で
あ

っ
た
。

貞
慶
の
門
人
に
「魔
心
大
徳
器
戒
如
大
徳
鱒
大
小
二
律
如
懸
日
恥

と
評
さ
れ

た
覚
頁
と
戒
如
が
い
た
。
覚
真
は
既
述
の
如
く
常
喜
院
経
営

に
当
っ
た
人
物
で
あ

る
・

一
方
、
戒
如
の
講
律
に
列
な
っ
た
人
物
は

「賓

塔

院

縫

9　
。
知
足
院

四
駄
畳

凝
然
は

『律
宗
瓊
鑑
章
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

至
于
こ
人
王
第
八
十
六
代
四
條
天
皇
御
宇
嘉
禎
二
年
丙
中
’有
こ
四
般
哲
　0圓
晴
。

有
限
。
畳
盛
。
容
尊
。
深
歎
7
雖
’有
二學
解
‘閥
無
中
戒
行
″
依
二経
論
所
説
‘隨
二

通
受
軌
則
　0四
英
同
y
心
祈
二請
好
相
　0
自
誓
受
戒
修
二習
戒
行
‘(中
略
)
丙
中
之

年
。
是
通
受
法
。
其
後
疹
」
十
年
　0寛
元
二
年
乙
已
中
旬
。
於
二泉
州
家
原
寺
’

創
行
二菩
薩
別
受
之
法
　0畳
盛
容
諒
各
認
二
和
上
　0行
二十
人
受
‘各
授
二門
人
　0通
別

(
59
)

二
受
願
行
具
足
。
如
法
律
儀
受
隨
成
満
。

こ
こ
に
、
南
都
戒
律
復
興
運
動
の
根
本
的
目
標
で
あ
っ
た
如
法
受
具
の
戒
律
僧
が
輩

出
す
る
こ
と
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
円
晴
、
有
厳
、
覚
盛
、
叡
尊
の
い
わ

(
60
)

ゆ
る

「自
1　
四
哲
」
が
行
な
っ
た
自
誓
通
受
に
よ
る
進
具
は
、
鑑
真
以
来
の
南
都
律

宗
が
用
い
た
こ
と
の
な
い
方
法
に
よ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
鑑
頁
以
来
、
南
都
律
宗
で

は
戒
和
上
以
下
の
三
師
七
証
の
下
で
登
壇
受
戒
す
る
別
受
進
具
に
よ
る
方
法
以
外
に

南
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
景

徳
、
茲
畳
大
徳
、
叡
玲
大
徳
、
卵
恵
大
徳
、
修
卵
大
徳
、
政
俊
大
徳
、
蓮
位
大
徳
、

慈
忍
大
徳
」
と
い
う
か
ら
、
「自
1　
四
哲
」
は
戒
如
門
下
か
ら
輩
出
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
戒
如
は

「於
西
大
寺
海
龍
王
寺
初
講
古
注
及
律
部
等
」
「於

招

提
寺

講
古
追
認
」(ざ
あ
っ
た
と
い
う
。
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
暦
二
年
(
一
二
三

五
)
叡
尊
は
西
大
寺
移
住
後
、
正
月
十
八
日
か
ら
二
月
三
日
に
至

る
十

五
日
間
。

(
66
)

「戒
如
上
人
知
足
房
」

と

「畳
謐
聖
舜
房
」

に
よ
る
講
義

を
聴
聞
し
た
。
こ
の
時
が

戒
如
に
よ
る
西
大
寺
に
お
け
る
講
律
の
初
め
で
あ

っ
た
と
考

え
ら

れ
る
。
『
西
大
寺

田
園
目
録
』
に
、
延
応
二
年
(
二
回
○
)
戒
如
が
聖
教
用
途
の
た
め
田
園
一
段
を
寄

(
67
)

進
し
た
こ
と
を
も
記
す
。
ゆ
え
に
、
戒
如
は

『西
大
寺
有
恩
過
去
帳
』
に

「営
寺
法

始
讃
㈹
ご
掲
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
尊
円
に
よ
る
五
人
律
寺
安
置

の
時
、
戒
如
の
講
律
が
あ

っ
た
と
い
う
な
ら
ば
、
戒
如
の
海
龍
王
寺
に
お
け
る
講
律

の
初
め
も
、
尊
円
に
よ
る
五
人
律
師
安
置
と
同
時
の
こ
と
と
考
え
る
。

叡
尊
が
自
誓
受
戒
に
加
わ
っ
た
の
は
、
常
喜
院
に
覚
盛
を
訪
ね
て
語
り
合

っ
た
と

四
七

三
、

「如
法
律
儀
受
隨
成
渦
」



四
八

配
注
文
の
各
々
に
「中
納
言
公
東
林
院
」
「理
円
房
未
申
艶

な
ど
と
見
え
る
こ
と
か

ら
考
え
ら
れ
る
。
「宗
春
房
」
を
含
む
注
文
に
は
、
住
房

の
註
記
は
な
い
の
で
あ
る

が
、
そ
の
注
文
の
端
裏
書
に
「未
申
方

　

懐
継
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ

ば
、
宗
春
房
尊
円
は
興
福
寺
六
方
の
未
申
方
僧
で
は
な
か
っ
た
か
と
も

推

測
で
き

る
。
尊
円
が
興
福
寺
僧
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
前
記
の
十

一
面
観
音
像
や
貞
応
二

年

(
一
二
二
三
)
か
ら
嘉
禄
二
年

(
一
二
二
六
)
頃
0
造
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
地
蔵
菩

薩
像
の
胎
内
墨
1　R
び
安
貞
二
年
(一二
二
八
)
頃
の
造
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
伝
香

(
75
)

寺
地
蔵
菩
薩
像
の
胎
内
納
入
結
縁
交
名
に
、
尊
円
の
名
が
見
い
出
し
得
て
、
各
々
の

胎
内
墨
書
と
胎
内
納
入
願
文
で
は
、
春
日
明
神
に
誓
願
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
い
え

る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
貞
慶
の
弟
子
興
福
寺
覚
遍
に
師
事

し
た
良
遍
が

「弟
子
尊
円
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
興
福
寺
僧
で
あ

っ

た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
興
福
寺
別
当
か
ら
法
隆
寺
別
当
に
還
補
さ

れ
て
い
た
範
円
の
許
で
、
法
隆
寺
復
興
の
勧
進
聖
人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

『学
正
記
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
叡
尊
は
文
暦
元
年

(
一
二
三
四
)
東
大
寺
戒
禅
院

(
76
)

尊
円
の
許
に
赴
い
て
い
る
し
、
暦
仁
元
年

(
一
二
三
八
)
に
は
興
福
寺
松
院
へ
赴
き
尊

(
77
)

円
と
会

っ
て
い
る
。
東
大
寺
戒
禅
院
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
興
福
寺

松
院
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
興
福
寺
松
院
は
西
金
堂
の
西
に
あ

っ
た
堂
舎
で
、
治

承
の
回
禄
の
折
に
西
金
堂
が
焼
失
し
た
際
、
西
金
堂
の
十

一
面
観
音
を
松
院
の
焼
け

(
78
)

残
っ
た
房
舎
に
安
置
し
た
と
い
う
。
西
金
堂
衆
と
署
名
し
て
い
た
覚
盛
は
嘉
禎
二
年

(
一
二
三
六
)
の
自
1　
受
戒
後
か
ら
唐
招
提
寺

へ
移
住
す
る
ま
で
の
七

・
八
年
の
間
、

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
号

(
69
)

こ
ろ
、
「営
院
家
人
々
。

同

心
志
願
」
で
あ
る
こ
と
が
判

っ
た
か
ら

で
あ
る
。
「営

院
家
」
と
は
常
喜
院
を
指
す
ゆ
え
、
戒
如
の
講
律
に
列
な
っ
た

「興
福
寺
圓
晴
有
限

児
盛
」
は
常
喜
院
で
の
戒
如
の
講
律
を
聴
聞
し
た
の
で
あ
る
。
前
掲
の

『戒
律
興
行

願
書
』
興
福
寺
蔵
写
本
に
は
、
戒
如
の
奥
書
と
、
延
応
元
年

(
一
二
三
九
)

四
月
の

「律
学
事
」
と
題
す
る
戒
如
草
の
文
と
、
同
年
同
月
の
常
喜
院
結
界
図
お
よ
び

「常

喜
院
厳
制
」
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
常
喜
院
結
界
図
に

「沙
汰
人
」
と
し
て
円
晴
。

(
70
)

有
厳
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
興
福
寺
常
喜
院
の
建
立
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
で
あ

る
が
、
前
節
に
引
用
し
た

『円
照
行
状
』
の
部
分
に
よ
れ
ば
、
尊
円
は
常
喜
院
に
も

料
庄
を
寄
進
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
尊
円
の
関
与
し
た
寺
院
に
、
戒
如
の
講
律
の
事
実

が
あ
り
、
戒
如
の
門
人
が
輩
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
尊
円
は

戒
如
と
の
関
係
に
よ
り
戒
律
興
行
の
活
動
を
行
な
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

さ
て
、
尊
円
は
旧
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
『法
隆
寺
別
当
次
第
』
に
見
る
限
り
、

嘉
禄
三
年

(
一
二
二
七
)
か
ら
延
応
元
年

(
一
二
三
九
)
に
か
け
て
法
隆
寺
に
お
い
て
勧

進
聖
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
管
見
に
及
ぶ
と
こ
ろ
、
尊
円
の
名
の
初
見

は
承
久
三
年
(
一
三
二
)
造
立
の
奈
良
博
物
館
現
蔵
十
一
面
観
音
像
の
胎
内
背
面
墨

(
71
)

書
で
あ
る
。
こ
の
像
に
は
承
久
三
年
当
時
、
法
隆
寺
別
当
で
あ
っ
た
範
円
と
小
別
当

で
あ

っ
た
教
弁
の
名
が
見
え
る
か
ら
、
法
隆
寺
旧
蔵
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
貞
応
二

年

(
一
二
二
三
)
七
月
十
日
付
け
の
春
日
社
廻
廊
石
壇
石
支
配
注
文
に
見
え
る

「宗
春

(
72
)

房
」
と
は
、
尊
円
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
が
房
号
の
初
見
で
あ
る
。
こ

の
春
日
社
の
廻
廊
修
造
と
石
壇
石
運
送
に
は
興
福
寺
僧
が
当

っ
て
い
た
こ
と
は
、
支



(
79
)

松
院
に
あ

っ
た
と
い
う
。
松
院
は
律
宗
で
あ

っ
た
西
金
堂
衆
の
居
住
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ゆ
え
に
、
尊
円
が
居
た
東
大
寺
戒
禅
院
、
興
福
寺
松
院
と
も

戒
律
僧
居
住
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
自
身
も
戒
律
興
行
を
本
意
と
し
た
か
ら
、
彼
が

戒
律
僧
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

・

　

『沙
石
集
』
に
、
「宗
春
坊
遁
世
事
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

南
都

}一宗
春
坊
ト
テ
、
慈
悲
フ
カ
キ
上
人
ア
リ
キ
。
東
大
寺
ノ
法
師
ナ
リ

(中

略
)
経
デ
遁
世
シ
テ
ヶ
リ
。
慈
悲
フ
カ
ク
興
隆
ノ
願
ア
リ
テ
、
南
都
ノ
興
隆
多

(
80
)

ク
シ
タ
ル
人
也

(
下
略
)

尊
円
が

「上
人
」
「遁
世
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

旧
稿
に

お
い
て
論
及

し
た
こ
と
が
あ
る
ゆ
え
に
再
論
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「慈
悲
フ
カ
キ
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
し
ば
し
考
察
を
加
え
た
い
。

『沙

石
集
』
に

「上
代

(
斯
ル
慈
悲
モ
智
恵

モ
フ
ク
キ
高
僧
ヲ
ワ
シ
ケ
レ
バ
、
世
モ
穏
ク
コ
ソ
。
末
代

二
{
年

二
随
テ
災
難
モ
多

ク
、
仏
法
ノ
政
験

マ
レ
ナ
リ
。
人
慈
悲
ナ
ク
シ
テ
、
名
聞
利
養
ノ
埓

一一仏
法
ヲ
翫
ブ

故

}】
コ
ソ
。
仏
法
ノ
絶
フ
ル
ナ
ル
モ
理
ナ
リ
。
サ
ス
ガ
又
慈
悲
ア
ル
人
モ
ア
ル
ニ
ヤ
。

近
代
モ
時
々
(
目
出
キ
敬
験
モ
聞

へ
侍
リ
。
末
代
ナ
リ
ト
モ
。
如
法
ノ
志
モ
ア
リ
、

隨
分
ノ
慈
悲
モ
ア
ラ
バ
、
仏
陀
ノ
冥
助
、
神
明
ノ
加
護
、
不
’可
y疑
。
誕
月
坊
上
人

ノ
思
切
テ
遁
世
さ
フ
レ
タ
ル
如
二
思
立
バ
、’定
テ
擁
護
モ
ア
ル
ペ
シ
」
と
記
す
と
こ

ろ
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「慈
悲
」
は

「智
恵
」
と
相
対
す
る
こ
と
ば
で
あ
り
、

「慈
悲
ア
ル
人
」
は

「如
法
ノ
志
」
あ
る
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『興
正
菩
薩
御
歌

誠
聴
聞
集
』
に
、叡
尊
は
弟
子
忍
性
に
対
し
て
「學

(
ラ
(
ク
侯

ヘ
ド
モ
。当
時

(
慈
悲

(
82
)

　　　　　　　　　　　　

(
83
)

深
重
ナ
ル
」
「良
観
房

「
慈
悲
が
過
ギ
タ
ル
」
と
評
し
て
い
た
こ
と
を
記
す
。
結
局
。

南
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
景

「末
代
」
に
お
け
る

「慈
悲
フ
カ
キ
」
仏
法
者
は
「智
恵
」
「学
」
と
い
う
面
で
は
評
価

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
尊
円
の
場
合
、
学
問
僧
と
い
う
面

で
は
評
価
す
べ
き
点
は
な
い
。
し
か
る
に
、
尊
円
の
「南
都
ノ
興
隆
」
は
、
法
隆
寺
に

お
け
る
勧
進
復
興
の
活
動
に
見
ら
れ
る
勧
進
聖
人
と
し
て
の
行
動
の
よ
う
に
、
経
済

的
支
援
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
『西
大
寺
有
恩
過
去
帳
』
に

(営
寺
僧
法
興
行
本
願

上
人
奪
圓
、

営

寺
僧
法
興
行
大
壇
那
尼
善
h
)と
見
え
る
よ
う
に
、
尊
円
は
あ
く
ま
で
も
本
願
上
人

で
あ
り
、
そ
の
勧
進
に
応
じ
て
奉
加
し
た
の
が

「大
壇
那
」
以
下
の
人
々
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
「勧
進
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
行
為
が
中
世
寺

院
の
運
営
に

必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
経
済
的
手
段
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し

た
勧
進
に
つ
い
て
目
を
向
け
て
み
る
と
、
貞
慶
は
笠
置
山
隠
遁
以
後
、
「十
方
知
識
」

と
か

「善
知
識
」
の
知
識
助
成
に
よ
る
講
料

・
修
造
料
の
た
め
の
勧
進
状
を
草
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
先
に
み
た
常
喜
院
の
場
合
、
貞
慶
が

「本
願
」
と
し
て

勧
進
し
た
結
果
、
前
参
議
藤
原
長
房
こ
と
慈
心
房
覚
真
が
相
伝
の
所
領
を
寄
進
し
た

と
い

っ
て
も
よ
い
。

む
す
び

鑑
真
は
唐
招
提
寺
に
住
し
、
唐
招
提
寺
は
わ
が
国
律
宗
の
中
心
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
貞
慶
は
建
仁
二
年

(
ご
I〇
八
)
八
月
、
唐
招
提
寺
東
室
を
修
理
し
、
釈
迦

念
仏
を
始
め
、
ま
た
舎
利
殿
、
宝
蔵
、
経
蔵
等
を
再
興
し
、
建
暦
元
年

(
一
ニ
ー
○
)
九

(
87
)

月
に
は
鑑
真
の
御
影
堂
で
『梵
網
経
古
追
記
』
を
講
じ
た
と
伝
え
る
。
常
喜
院
出
身
の

四
九



註

　

記

(
1

)

　

凝
然
の
戒
律
に
関
す
る
諸
書
の
内
で
、
例
え
ば
『律
宗
綱
要
』
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

至
二于
人
王
第
七
十
四
代
鳥
羽
天
皇
御
宇
「有
二中
川
賓
範
大
徳
者
　0是
興
福
寺
學

英
秀
才
也
。
酬
二興
福
寺
欣
西
大
徳
雅
請
　0
披
二尋
律
蔵
‘研
精
戒
宗
　0
作
二戒
壇

式
　0興
二隆
律
法
　0戒
法
中
興

範
公
有
’功
。
(日
本
大
蔵
経
第
三
六
巻
三

一
頁
)

ま
た
、

『唐
招
提
寺
解
』
に
も
以
下
の
よ
う
に
記
す
部
分
が
あ
る
。

実
範
上
人
心
四
い
雛
皿
い
匹
作
印
帰
“一中
川
“被

廻゙
‘一律
法
再
興
之
賢
慮
　0久
逡
““

年
月
敷
廻
之
涼
煥
　0
自
y是
以
来
。

興
福
寺
菩
提
院
贈
僧
正
蔵
俊
。

賓
積
院
畳

憲
借
正
。
皿
皿
心
解
脱
上
人
。
次
第
傅
二律
法
べ
漸
次
致
二弘
通
。
(大
日
本
仏
教

全
書
第

一
〇
五
冊
五
六
頁
)

し
か
し
、
実
範
に
よ
る

『受
戒
式
』
作
製
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
如
法
受
具
は
行
な

え
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

(
2

)

　

『東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』
(続
々
群
書
類
従
第
三
輯
四
七
九
頁
)。

(
3

)

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
参
看
し
た
先
行
の
論
稿
の
主
な
も
の
は
左
記
の
如
く
で
あ

る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。

宮
崎
圓
遵

「鎌
倉
時
代
南
都
の
戒
律
復
興
」
(仏
教
史
学
第
三
号
所
収
)。

成
田
貞
観

「鎌
倉
時
代
に
於
け
る
南
都
仏
教
の
動
向
-
貞
慶
の
釈
迦
信
仰
と
戒
律
興

行
を
中
心
と
し
て
」
(日
本
仏
教
学
会
年
報
第
二
三
号
所
収
)。

石
田
瑞
麿

『
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究
』
。

徳
田
明
本

『律
宗
概
論
』
。

同

　　

右

「俊
荷
律
師
と
南
京
律
に
つ
い
て
」
(
『鎌
倉
仏
教
成
立
の
研
究

俊
彷
律

師
』
所
収
)。

同

　　

右
「東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
相
承
に
つ
い
て
」
(南
都
仏
教
第
三
九
号
所
収
)。

上
田
さ
ち
子
「叡
尊
と
大
和
の
西
大
寺
末
寺
」
(『中
世
社
会
の
成
立
と
展
開
』
所
収
)。

(
4

)

　

日
本
思
想
大
系
第

一
五
巻
三
〇
四
頁
所
収
本
に
よ
る
。
日
本
大
蔵
経
第
三
五
巻
、
大

日
本
仏
教
全
書
第

一
〇
五
冊
に
も
ほ
ぽ
同
文
の
も
の
を
収
む
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
号

覚
盛
は
寛
元
二
年

(
一
二
四
四
)
、
唐
招
提
寺
に
入
寺
し
て
南
都
戒
律
興
行
を
推
し
進

め
る
こ
と
と
な
っ
い
で

一
方
、
五
人
律
師
出
身
の
叡
尊
は
嘉
禎
四
年

(
一
二
三
八
)
に

西
大
寺
を
結
界
し
、
「寄
二附
西
大
一将
こ末
寺
‘者

一
千
五
百
除
所
。
就
・中
。
新
築
‘一

(
89
)

戒
壇
‘五
所
」
と
称
さ
れ
る
大
門
派
を
成
し
た
。
さ
ら
に
、
海
龍
王
寺
に
お

い
て
戒

律
を
学
ん
だ
円
照
は
建
長
三
年

(
一
二
五
一
)
に
戒
壇
院
へ
移
住
し
、
『円
照
行
状
』
に

記
さ
れ
る
如
く
数
多
く
の
弟
子
を
輩
出
し
た
。
か
っ
て
、
貞
慶
は
帰
朝
直
後
の
俊
彷

(
90
)

に
律
の
疑
義
を
た
だ
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
伝
え
る
。
京
都
に
は
、
こ
の
俊
為
に
よ

り
伝
来
さ
れ
た
泉
涌
寺
を
中
心
と
す
る
北
京
律
が
あ

っ
た
が
、
南

都

に

は
唐
招
提

寺
、
西
大
寺
、
戒
壇
院
の
三
門
派
が
鼎
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
南
都
戒
律
隆
盛
に
至
る
ま
で
に
は
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
人
々

に
よ
る
努
力
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
南
都
戒
律
中
興
者
と
し
て
、
貞
慶
の
名
を
挙
げ

て
も
よ
い
が
、
貞
慶
は
意
志
半
ば
で
没
し
た
た
め
、
そ
の
門
弟
達
に
よ
っ
て
推
し
進

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
興
福
寺
に
常
喜
院
が
建
立
さ
れ
た
の
は
、
旧
来
よ
り
の

律
家
で
あ
る
東
西
両
金
堂
衆
に
対
し
て
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
南
都
戒
律
復
興
の
当
初

は
興
福
寺
を
中
心
と
し
て
推
し
進
め
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、
興
福
寺
出
身
の
尊
円
は

興
福
寺
外
に
も
戒
律
僧
養
成
を
目
指
し
南
都
諸
寺
に
五
人
律
師
を
安
置
し
た
。
こ
れ

は
貞
慶
等
が
海
住
山
寺
に
隠
遁
し
て
持
戒
持
律
に
努
め
た
よ
う
に
、
興
福
寺
内
に
お

い
て
は
旧
来
の
律
家
の
力
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
結
果
、
旧
来
の

堂
衆
を
中
心
と
す
る
律
宗
の
グ
ル
ー
プ
と
は
別
の
グ
ル
ー
プ
の
人
々
に
よ
っ
て
、
南

都
戒
律
が
復
興
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『願
書
』
に
い
う
よ
う
な
鑑

(
91
)

真
当
苛
の
戒
律
へ
の
回
帰
で
な
か
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

五

〇

ら

-6
W

日
本
大
蔵
経
第
三
五
巻
七
四
八
頁
。

鎌
倉
遺
文
二
五
五
二
号
文
言
貪
福
寺
文
書
)。

八

5
W



辻
善
之
助

「
日
本
仏
教
史
」
第
二
巻
二

一
二
頁
所
載
の
写
真
に
よ
る
。

前
掲
書
三

一
頁
。

鎌
倉
遺
文
四
三
二
九
号
文
書

(海
住
山
寺
文
書
)。

(章
力
)

鎌
倉
遺
文
は

「定
賞
疏
」
と
読
む
け
れ
ど
、
正
し
く
は

「定
賓
疏
」
」

る
。

(
25

)

　

「禁
断
悪
事
勤
修
善
根
誓
状
抄
」
宗
性
写
本

(平
岡
定
海
編

「東
大
寺
宗
性
上
人
之

研
究
井
史
料
」
中
巻
五
三
五
頁
)。

(
26

)

　

宮
崎
前
掲
論
文
に
、
貞
慶
の
興
律
の
時
期
は
そ
の
最
晩
年
に
当

た
る
と
論
じ
ら
れ

る
。

(
27

)

(
28

)

(
29

)

(
30

)

(
31

)

(
20

)

　

「円
照
行
状
」
(前
掲
書
四
七
九
頁
)。

「徹
底
章
」
(日
本
大
蔵
経
第
三
五
巻
六
八

一
頁
)。

(
21

)

　

「唐
招
提
寺
解
」
(前
掲
書
五
八
頁
)。

「伝
律
図
源
解
集
」
(同
上
書

一
〇
三
頁
)。

「律
苑
僧
宝
伝
」
(同
上
書
二
五
六
頁
)。

(
7

)

　

『泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』
(大
日
本
仏
教
全
書
第

一
一
五
冊
五
二
〇
頁
)。

(
8

)

　

正
和
五
年

(
一
三

一
六
)
九
月
二
七
日
付
け
の
凝
然
の
戒
壇
院
定
置
に

「然
値
治
承

回
禄

　

唯
遺
礎
石
而
已

　

其
後
重
源
上
人

　

造
壇
上
堂

　

僅
行
受
戒
」
(
「凝

然
大

徳
事
績
梗
概
」
九
三
頁
)。

(
9

)

　

大
日
本
仏
教
全
書
第

一
〇
五
冊
五
四

・
五
五
頁
。

(
10

)

　

註
記
(1
)
を
参
照
せ
よ
。

(
11

)

　

平
安
遺
文
古
文
書
編
第
八
巻
三
九
六
八
号

(内
閣
文
庫
所
蔵
大
乗
院
文
書
)。

(
12

)

　

内
閣
文
庫
所
蔵
大
乗
院
文
書
。

日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
五
五
六
頁
参
看
。

(
13

)

　

大
日
本
仏
教
全
書
第

一
二
二
冊
二

一
二
頁
。

(
14

)

　

京
大
所
蔵
東
大
寺
文
書
。

平
岡
定
海

「
日
本
寺
院
史
の
研
究
」
三
八
九
頁
参
看
。

(
15

)

　

鎌
倉
遺
文
二
九

一
六
号
文
書

(大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第

一
八
東
大
寺
文
書
之
五
内

閣
文
書
四
四
四
頁
)。

(
22

)

(
23

)

(
24

)

(
32

)

(
33

)

(
34

)

(
35

)

(
36

)

(
37

)

(
38

)

(
39

)

(
40

)

(
18

)

(
19

)

五
-

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
監
修

『西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
三
四
八
頁
。

前
掲
書
。

前
掲
書
四
七
九
頁
。

東
海
仏
教
第
二
五
号
所
収
。

日
本
大
蔵
0　
第
三
六
巻
五
三
頁
。

覚
澄
の
表
記
は
後
出
の
よ
う
に

「聖
舜
房
」

「性
舜
房
」

「覚
澄
」

「覚
証
」
と
あ

る
ゆ
え
に

「

　

」
を
付
し
た
。

「東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
」
中
巻
三
八

一
・
三
八
二
頁
。

続
々
群
書
類
従
第

一
一
輯
二
八
三

・
二
八
四
頁
。

「東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
」
中
巻

一
七
九
頁
。

同

　

右

一
八
〇
頁
。

浄
土
宗
全
書
第

一
六
巻
五
八
三
頁
。

　　　　　　　　　　　　　

/

「東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
」
中
巻
三
二
五
頁
。

　　　

、

”

前
掲
書
四
七
七
頁
。

鎌
倉
遣
文

一
〇
六
六
五
号
文
書

(春
日
神
社
文
書
)。

前
掲
書
四
八
七

・
四
八
八
頁
。

(
16

)

(
17

)

筒
井
英
俊
編

『東
大
寺
要
録
』
二
〇
三
頁
。

徳
田
明
本

「東
大
寺
戒
壇
院
戒
和
上
相
承
に
つ
い
て
」
(南
都
仏
教
第
三
九
号
所
収
)

参
看
。

徳
田
論
文
に
。
興
福
寺
、
束
大
寺
の
二
大
寺
の
堂
衆
に
代
表
さ
れ
る

「古
依
律
宗
」

と
仮
称
す
る
堂
衆
戒
観
を
奉
ず
る
僧
衆
と
寺
院
が
、
東
大
寺

・
興
福
寺
を
は
じ
め
薬

師
寺

・
法
隆
寺
に
存
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
徳
田
論
文
は
、

「古
義
律
宗
」

の
詳
細
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
な
い
が
、
林
幹
弱

『太
子
信
仰
の
研
究
』
に
、
法
隆

寺
堂
衆
に
つ
い
て
の
論
及
が
あ
る
。
林
博
士
は
旧
仏
教
の
な
か
で
律
僧

・
禅
僧

・
三

昧
僧
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
性
格
や
身
分
は
共
通
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
わ
れ
る

律
僧
は
法
隆
寺
堂
衆
ば
か
り
で
は
な
く
、
西
大
寺
流
の
人
々
を
も
含
め
て
論
じ
ら
れ

も
の
で
あ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
第
八
五
巻

一
五
四
頁
。

「唐
招
提
寺
解
」

　

(前
掲
書
五
六
頁
)
に

「被
’仰
二受
皿
大
徳
ぺ
於
二興
福
寺
之
内
‘

造
コ
立
常
喜
院
　0安
コ置
二
十
人
之
律
學
供
　0
寡
以
二律
宗
稽
古
‘篤
二根
本
ぺ
然
而
猶
再

興
雅
一成
立
こ
と
伝
え
る
。

鴇
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
趾



へ
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同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
号

(
41

)

　

『西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』

一
〇
頁
。

(42

)

　

「円
照
行
状
」
(前
掲
書
四
八
〇
頁
)。

(43

)

　

『学
正
記
』
(前
掲
書
八
頁
)。

尊
円
の
房
号
は

「松
春
」
『宗
春
』
と
も
あ
る
が
、
勿
論
同

一
人
物
の
こ
と
で
あ
る
。

『
学
正
記
』
の

「六
口
」
と

『円
照
行
状
』
の

「五
人
」
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
不

明
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

「五
人
」
説
を
と
る
こ
と
と
す
る
。

(
4　1

)

　

『西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
四

一
二
頁
。

(
45

)

　

前
掲
書

一
四
頁
。

(46

)

　

前
掲
書
三
四
八
頁
。

(47

)

　

前
掲
書
四
二
七
頁
。

(
48

)

　

『律
苑
僧
宝
伝
』
(前
掲
書

一
四
三
頁
)。

(49

)

　

『明
月
記
』
嘉
禎
元
年
二
月
廿
二
日

・
同
廿
六
日
、
同
三
月
八
日
、
同
十
六
日
條
。

(
50

)

　

「鎌
倉
市
史
」
第
三
巻
三
九
七
頁

(極
楽
寺
文
書
)。

(
51

)

　

前
掲
書
五
八
頁
。

(
52

)

　

『西
大
寺
叡
尊
上
人
遷
化
之
記
』
(
『西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
二
九
七
頁
)。

(
53

)

　

鎌
倉
遺
文
四
三
二
八
号
文
書

(海
龍
王
寺
文
書
)。

(
54

)

　

鎌
倉
遺
文
六
二
八
四
号
文
書

(海
龍
王
寺
文
書
)。

(
55

)

　

前
掲
書
五
二
九
頁
。

(
56

)

　

『円
照
行
状
』
(前
掲
書
四
八
九
頁
)。

(
57

)

　

『学
正
記
』
(前
掲
書

一
二
頁
)。

(
58

)

　

こ
の

『制
規
』
第
四
条

「可
限
当
寺
常
住
僧
禅
僧
事
」
の

「禅
僧
」
と
い
う
こ
と
ば

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
徳
田
明
本

「俊
彷
律
師
と
南
京
律
に
つ
い
て
」
で
は
真
正
僧

衆
を
表
現
す
る
こ
と
ぱ
と
し
て
清
新
な
僧
風
を
行
じ
た
禅
僧
と
い
う
表
現
を
仮
り
た

と
さ
れ
る
。
こ
の
解
釈
に
対
し
て
、
上
田
さ
ち
子

『叡
尊
と
大
和
の
西
大
寺
末
寺
』

で
は
禅
僧
の
な
す
べ
き
こ
と
と
し
て

「制
規
」
第
五
条
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

追
善
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
叡
尊
の

「西
大
寺
光
明
真
言
会
願
文
」
の
内
容
と
似
る

ゆ
え
に
、
真
正
律
院
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
規
定
し
た
文
書
と
は
考
え
ら
れ
な
い

と
さ
れ
る
。

(
59

)

　

前
掲
書
五
二

・
五
三
頁
。

五
二

「律
宗
瓊
鑑
章
」
(前
掲
書
五
三
頁
)。

自
誓
受
戒
の
教
学
的
解
釈
に
つ
い
て
は
石
田
瑞
磨
前
掲
書
が
詳
し
い
。

『円
照
行
状
』
(前
掲
書
四
七
九
頁
)。

戒
如
の
房
号
知
足
か
ら
、戒
如
が
東
大
寺
知
足
院
に
住
し
た
す
る
論
が
あ
る
け
れ
ど
、

戒
如
の
活
動
の
中
心
は
海
住
山
寺
に
あ
り
、
モ
の
論
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

『律
宗
瓊
鑑
章
』
(前
掲
書
五
三
頁
)。

『円
照
行
状
』
(前
掲
書
四
七
九
頁
)。

「律
宗
瓊
鑑
章
」
(前
掲
書
五
三
頁
)。

『学
正
記
』
(前
掲
書
八
頁
)。

前
掲
書
四

一
二
頁
。

前
掲
書
三
四
八
頁
。

「学
正
記
」
(前
掲
書

一
〇
頁
)。

日
本
思
想
大
系
第

一
五
巻
三
〇
四
1
三
〇
六
頁
。

久
野
健
編

『仏
像
事
典
』
五
二
六
頁
。

鎌
倉
遺
文
三

一
三
二
号
文
書

(春
日
神
社
文
書
)。

鎌
倉
遺
文
三

一
三
二
文
書
。
三

一
三
六
号
文
書

(春
日
神
社
文
書
)。

「仏
像
事
典
」
五
三
八
頁
。

『仏
像
事
典
』
五
四
〇
頁
。

前
掲
書
八
頁
。

前
掲
書

一
三
頁
。

『興
福
寺
流
記
』
(大
日
本
仏
教
全
書
第

一
二
三
冊

一
四
頁
)。

『律
宗
瓊
鑑
章
』
(前
掲
書
五
四
頁
)。

前
掲
書
四
〇
五
頁
。

前
掲
書
四
二
五
頁
。

日
本
思
想
大
系
第

一
五
巻
二
〇
〇
頁
。

同

　

右

　

ニ

ー
七
頁
。

前
掲
書
三
四
八
頁
。

『弥
勒
如
来
感
応
抄
』
所
収

「笠
置
寺
二
季
八
講
料
勧
進
状
」
(
『東
大

寺

宗
性
上

人
之
研
究
井
史
料
』
下
巻
二
三
七
遮
。

(
63

)

(
64

)

(
65

)

(
66

)

(
67

)

(
68

)

(
69

)

(
70

)

(
71

)

(
72

)

(
73

)

(
74

)

(
75

)

(
76

)

[

一
]
‐

)

(
78

)

(
79

)

(
80

)

(
81

)

(
82

)

(
83

)

(
84

)

(
85

)

パ
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(
86

)

　

『弥
勒
如
来
感
応
抄
』
所
収

「沙
門
貞
慶
笠
訟
寺
法
華
八
講

勧

進
状
」
(前
掲
書
二

三
八
頁
)。

「尊
卑
分
豚
」
に

「遁
世
住
笠
置
、
読
解
脱
上
人
、三
會
已
講
、
修
學
碩
才
名
徳
人
、

三
昧
法
徳
神
愛
人
也
」
と
註
記
す
る
よ
う
に
、
貞
慶
に
は
遁
世
以
後
、

「聖
」
的
性

格
を
見
出
し
え
る
。
し
か
し
貞
慶
の
場
合
、
全
く
の
既
成
教
団
離
脱
者

(聖

・
上
人

の
概
念
規
定
)
で
は
な
く
、
「佛
子
猶
名
利
残
」
(
『仏
舎
利
観
音
大
士
発
願
文
』)
と

述
べ
る
よ
う
に
貴
族
的
社
会
か
ら
脱
し
き
れ
ず
、
時
に
は
後
鳥
羽
上
皇
の
一
切
経
供

養
導
師
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
。
笠
置
山
は
貞
慶
入
山
前
後
か
ら
寺
院
と
し
て
形
態

を
整
え
た
が
、
建
仁
元
年

(
一
二
〇

一
)
元
興
寺
玉
華
院
弥
勒
講
勧
進
状
に

「勧
進

僧
」
と
あ
る
信
長
は
、
元
暦
二
年

(
一
一
八
五
)
に
笠
置
寺
弥
勒
殴
仏
供
を
勧
進
し

て
い
る
よ
う
に
、
笠
置
寺
造
営
は
勧
進
僧
の
手
に
よ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(
87

)

　

「招
提
千
歳
伝
記
」
(大
日
本
仏
教
全
書
第

一
〇
五
冊
三
八
六
頁
)。

(
88

)

　

『招
提
千
歳
伝
記
』
(前
掲
書
三
八
七
頁
)。

(
89

)

　

『西
大
勅
謐
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
(
『西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』

一
九
九
頁
)。

(
90

)

　

『泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』
(前
掲
書
五
二
九

・
五
三
〇
頁
)。

(
91

)

　

石
田
前
掲
書
は
鑑
真
の
律
宗
と
鎌
倉
時
代
に
復
興
し
た
南
北
二
律
の
間
に
か
な
り
差

異
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
確
か
に
、
鑑
真
の
戒
律
を
鎌
倉
時
代
の
復
興
さ
れ
た

戒
律
と
同

一
視
す
る
見
方
が
先
入
観
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
は
正
し
い
見
解

で
あ
る
。
だ
が
、
南
都
戒
律
復
興
運
動
の
精
神
は
奈
良
時
代
の
鑑
真
に
よ
る
律
宗
伝

来
時
の
律
学
研
釧
や
戒
行
尊
重
の
風
を
復
興
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
こ
と
に
相
違
は
な

い
。

五
三

南
都
戒
律
復
興
の
歴
史
的
背
景


